
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1204 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 図説 情報Ⅰ （実教出版） 

副教材等 自作プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・主に基礎的な知識理解と技術の取得を目指します。身に付けた知識と技術を用いて、自ら考え、

判断し、表現する学習を行います。授業は講義形式や実習形式で進め、授業の最後には何を学び

身に付けたかの振り返りを行います。授業の課題や実習への取り組み状況、実習作品と定期考査

で評価します。 

・実習では情報機器の操作だけでなく、情報社会に参画する態度について考えるなど、効果的な情

報伝達の学習をするとともに、他者の作品を見て学び、自分の作品の評価・改善につなげ、学び

を深めていきましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習

活動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会

に主体的に参画するための資質・能力を身に付けることを目標とする。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・効果的なコミュニケーシ

ョンの実現、コンピュー

タやデータの活用につい

て理解し、技能を身に付

けているとともに、情報

社会と人との関わりにつ

いて理解している。 

・事象を情報とその結び付き

の視点から捉え、問題の発

見・解決に向けて情報と情

報技術を適切かつ効果的に

用いている。 

・情報社会との関わりについ

て考えながら、問題の発

見・解決に向けて主体的に

情報と情報技術を活用し、

自ら評価し改善しようとし

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単

元

名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

情

報

社

会

と

問

題

解

決 

 情報と情報社会の特徴 

 情報化の進展と情報技術 

 情報化社会における個人

の責任 

 

 知的財産権と産業財産権 

 著作権 

 

 認証とパスワード 

 情報の暗号化 

コンピュータウィルスと対策 

 

a:情報に関する法規や制度、情報セキ

ュリティの重要性、情報社会におけ

る個人の責任及び情報モラルにつ

いて理解している。 

a:情報技術が人や社会に果たす役割

と及ぼす影響について理解してい

る。 

b:情報に関する法規や制度及びマナ

ーの意義、情報社会において個人の

果たす役割や責任、情報モラルなど

について、それらの背景を科学的に

捉え、考察している。  

b:情報と情報技術の適切かつ効果的

な活用と望ましい情報社会の構築

について考察している。 

c:情報モラルに配慮して情報社会に

主体的に参画しようとしている。 

ペーパーテスト ワークシート 

ペーパーテスト 

 

授業観察 

 

ワークシート 

 

振り返り 

 問題解決の手順 

 

 情報の収集と整理 

 

 情報の分析 

 

 情報の管理と保護 

 

 

 

 

 

 

 

a:情報やメディアの特性を踏まえ、情

報と情報技術を活用して問題を発

見・解決する方法を身に付けてい

る。 

b:目的や状況に応じて、情報と情報技

術を適切かつ効果的に活用して問

題を発見・解決する方法について考

えている。 

c:情報社会における問題の発見・解決

に、情報と情報技術を適切かつ効果

的に活用しようとしている。また、

自己調整しながら、解決する過程や

解決案を自ら評価し改善しようと

している。 

ペーパーテスト ワーク 

シート 

 

ペーパーテスト 

 

パフォーマンス

課題 

授業観察 

 

ワークシート 

 

振り返り 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ
イ
ン 

 メディアの機能と特性 

 メディアリテラシー 

 

 効果的なコミュニケーション 

 インターネット上のコミュニ

ケーション 

 

a:メディアの特性とコミュニケーシ

ョン手段の特徴について、その変遷

も踏まえて科学的に理解している。 

a:情報デザインが人や社会に果たし

ている役割を理解している。   

b: メディアとコミュニケーション手

段の関係を科学的に捉え、それらを

目的や状況に応じて適切に選択す

ることができる。 

c:コミュニケーションと情報デザイ

ンが情報社会に果たす役割につい

て考えながら情報と情報技術を活

用し、試行錯誤して効果的なコミュ

ニケーションを行おうとしている。 

 

 

ペーパーテスト ワーク 

シート 

 

ペーパーテスト 

授業観察 

 

ワークシート 

 

振り返り 
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２

学

期 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ
イ
ン 

 情報デザインの考え方 

 表現の工夫 

 

 コンテンツの設計 

 スライドの制作と発表 

a:情報デザインが人や社会に果たし 

ている役割を理解している。 

a:効果的なコミュニケーションを行 

うための情報デザインの考え方や

方法を理解するとともに、表現する

技能を身に付けている。 

b:コミュニケーションの目的を明確

にして、適切かつ効果的な情報デザ

インを考えている。 

b:効果的なコミュニケーションを行

うための情報デザインの考え方や

方法に基づいて表現し、評価し改善

することができる。 

c:コミュニケーションと情報デザイ

ンが情報社会に果たす役割につい

て考えながら情報と情報技術を活

用し、試行錯誤して効果的なコミュ

ニケーションを行おうとしている。 

c:よりよいコミュニケーションを行

うために自らの取組を振り返り評

価し改善することを通して情報社

会に主体的に参画しようとしてい

る。 

実技課題 

 

ペーパーテスト 

ワークシート 

 

ペーパーテスト 

 

パフォーマンス

課題 

授業観察 

ワークシート 

 

振り返り 

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
の
活
用 

 インターネットの構成と 

プロトコル 

 インターネットの仕組み 

 

 

 情報セキュリティと対策 

 暗号技術 

a:情報通信ネットワークの仕組みや

構成要素、プロトコルの役割及び情

報セキュリティを確保するための

方法や技術について理解している。 

b:目的や状況に応じて、情報通信ネッ

トワークにおける必要な構成要素

を選択するとともに、情報セキュリ

ティを確保する方法について考え

ている。 

b:情報システムが提供するサービス

の効果的な活用について考えてい

る。 

c:情報セキュリティなどに配慮して

情報社会に主体的に参画しようと

している。 

 

ペーパーテスト ワークシート 

 

ペーパーテスト 

授業観察 

 

ワークシート 

 

振り返り 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

 デジタル表現の特徴 

 ２進数と情報量 

 

 数値の表現 

 文字のデジタル表現 

 音の表現 

 画像の表現 

 動画の表現とファイル形式 

 

 さまざまな情報機器 

 ハードウェアとソフトウェア 

a:コンピュータや外部装置の仕組み

や特徴、コンピュータでの情報の内

部表現と計算に関する限界につい

て理解している。   

b:コンピュータで扱われる情報の特

徴とコンピュータの能力との関係

について考察している。 

c:問題解決にコンピュータを積極的

に活用し、自ら結果を振り返って改

善しようとしている。 

ペーパーテスト 

 

実技課題 

ワークシート 

 

ペーパーテスト 

授業観察 

 

ワークシート 

 

振り返り 
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３

学

期 

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
の
活
用 

 さまざまな情報システム 

 データの流れと 

情報システム 

 データベースと 

データモデル 

a:データを蓄積、管理、提供する方法、

情報通信ネットワークを介して情

報システムがサービスを提供する

仕組みと特徴について理解してい

る。 

・データを表現、蓄積するための表し

方と、データを収集、整理、分析す

る方法について理解し技能を身に

付けている。 

b:データの収集、整理、分析及び結果

の表現の方法を適切に選択し、実行

し、評価し改善することができる。 

c:情報システムにより提供されるサ

ービスや情報通信ネットワークを

目的に応じて適切かつ効果的に活

用しようしている。  

・データを粘り強く多面的に精査し、

データに含まれる傾向を自己調整

しながら見いだそうとしている。 

実技課題 ワークシート 

 

 

授業観察 

 

ワークシート 

 

振り返り 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

・ 簡単なプログラムの作成 

・ プログラムと変数 

・ 配列とリスト 

・ 関数 

 

 モデル化の基礎 

 モデル化（図的モデル） 

 シミュレーションの基礎 

 シミュレーション 

（確定的モデル） 

 シミュレーション 

（確率的モデル） 

 

 データの収集 

 データの分析 

a:アルゴリズムを表現する手段、プロ

グラミングによってコンピュータ

や情報通信ネットワークを活用す

る方法について理解し技能を身に

付けている。 

a:社会や自然などにおける事象をモ

デル化する方法、シミュレーション

を通してモデルを評価し改善する

方法について理解している。 

b:目的に応じたアルゴリズムを考え

適切な方法で表現し、プログラミン

グによりコンピュータや情報通信

ネットワークを活用するとともに、

その過程を評価し改善することが

できる。 

b:目的に応じたモデル化やシミュレ

ーションを適切に行うとともに、そ

の結果を踏まえて問題の適切な解

決方法を考えている。 

c:生活の中で使われているプログラ

ムを見いだして改善しようとする

ことなどを通じて情報社会に主体

的に参画しようとしている。 

実技課題 ワークシート 

 

 

授業観察 

 

ワークシート 

 

振り返り 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


